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3/13保育料引き上げ、施設基準緩和の撤回を求めて、札幌保育連

絡会・保育労組と札幌市子育て支援部との交渉が行われ保護者・保育

士など120人が参加しました。市議会議員やマスコミも来るなど、関

心の高さを示しました。

「理解を」と言っても納得できない！保育料引き上げ

多くの父母・保育士から10％の保育料引き上げに反対の声が上がり

ました。

「昨年から保育園利用、扶養控除がなくなり3万円ほど上がったこ

とで保育料が2段階あがった。10％値上げとなると、何のために働い

ているのかと思ってしまう。子育て支援という響きは素晴らしいが、

実態は支援できていない」延長保育ＡＢ階層の徴収に対し「生活保護

世帯から取るのはおかしい、さらに10％上がるとくるしい。低所得へ

の配慮とあるがどこが配慮なのか」などの意見が出ました。

子どもからスペースを奪わないで～施設基準の緩和問題

保育園の設置・運営基準で市は条例を変え、4月から2歳未満児の面

積基準を本来の5㎡を3.3㎡にしました。国の基準は1.65㎡以上であ

るのに対し市は2倍の基準にしていると主張しましたが、今後新設さ

れる保育園は3.3㎡を最低ラインに建設が可能になります。

木下保育連会長は実際の広さを紙で示し、基準緩和ではいかに狭く

なるかを強調しました（写真左上）。「0歳児の発達にはハイハイが

大事。子どもたちからスペースを奪うのはやめてほしい」という声が

出されました。

給食の外部委託をやめて

市は給食の外部搬入を認めていませんが、栄養士がいる園には外部

委託を認めています。現在は園の直接雇用のパート職員が多いのです

が、派遣職員による調理という形態にされることが考えられます。栄

養士からは「保育は全ての職員で子どもを支えている」と外部委託に

反対の声が出されました。

3/3札幌保育連は、三越

前で市の保育料引き上げと

国の子ども子育て新システ

ムに反対する宣伝と署名を

行いました。

この日は雪も舞う寒い日

で し た が、25 人 が 参 加

し、父母や保育士の代表が

次々とマイクで反対の訴え

を行いました。

保育料引き上げに反対と児童

クラブ有料化に反対して、多く

の保育園父母会や団体から陳情

が出されました。

3/23は陳情の趣旨説明と審

査が行われます。建交労学童保

育支部、札幌保育連、保育労

組、新婦人、道生連の代表が趣

旨説明に立ちます。引き上げ・

有料化撤回のためには、陳情を

採択させることです。多くの参

加をお願いします！


